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第１編・省エネルギー計算 
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６．エネルギー消費性能適合性判定（標準計算ルート）による評価・・・・・・・・41 
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１）部位の熱貫流率の算出 
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６-３．エネルギー消費性能基準（ＢＥＩ）の算出・・・・・・・・・・・・・・109 

  １）エネルギー消費性能計算プログラム［住宅編］について   

  ２）基本情報の入力 

  ３）外皮性能の入力 

  ４）暖房設備の入力 

  ５）冷房設備の入力 

  ６）換気設備の入力 

  ７）熱交換型換気設備の入力 

  ８）給湯設備の入力 

  ９）照明設備の入力 

  １０）太陽光発電設備の入力 

  １１）太陽熱利用設備の入力 

  １２）コージェネレーション設備の入力 

  １３）計算事例 
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１．本講習会の目的 

  建築物省エネ法の改正（2025 年【令和 7 年】4 月施行）により、省エネ基準適合義

務の対象が拡大されます。これにより、原則※１すべての新築住宅・非住宅に省エネ基準適

合義務が課せられます。さらに、この改正により、建築確認・検査において省エネ基準適

合の確認・検査が行われます※２。本講習会は、これまで省エネ基準適合義務の対象外であ

った、小規模な一戸建住宅（木造 2 階建てを想定）の設計者を対象とし、住宅の省エネ

ルギー基準とその評価方法、実際の確認申請手続き等について具体的な事例を交えて解説

し、制度の円滑な運用を目指すものです。 

 ※１：エネルギー消費性能に及ぼす影響が少ないものとして政令で定める規模（10 ㎡）以下のもの及び、 

    現行制度で適用除外とされている建築物は、適合義務から除かれます。 

※２：以下の建築物は省エネ基準への適合は必要ですが、適合性審査は不要です。 

 ・建築確認の対象外の建築物 ： 都市計画区域・準都市計画区域外の建築物（平屋かつ 200 ㎡以下） 

 ・建築基準法における審査・検査省略の対象である建築物 ： 都市計画区域・準都市計画区域内の建築物 

（平屋かつ 200 ㎡以下）で、建築士が 設計・工事監理を行った建築物。 

 

２．改正建築物省エネ法の概要 

１）改正の背景 

  2050 年カーボンニュートラル、2030 年度温室効果ガス 46％排出削減（2013 年

度比）の実現に向け、2021 年 10 月、地球温暖化対策等の削減目標を強化することが決

定されました。これをうけて、我が国のエネルギー消費量の約３割を占める建築物分野に

おける取組が急務となっています。このため、建築物の省エネ性能の一層の向上を図る対

策の抜本的な強化などが求められています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２）省エネ基準適合の拡大 

  建築物省エネ法の改正により、省エネ基準適合義務の対象が拡大され、2025 年（令和

7 年）4 月に施行されます。 

■適合開始時期 

・省エネ基準適合義務制度は 2025 年（令和 7 年）4 月 1 日以降に工事着工するものか

ら適用されます。 
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■省エネ計算フローチャート（仕様基準） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

5-1．章 

5-2．章 

5-3．章 

 6-3．章 
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■省エネ計算フローチャート(標準計算） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

6-1．章 

6-2．章 

6-3．章 
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６-２．住宅の外皮性能基準（UA、ηAC）の算出 

１）部位の熱貫流率の算出 

① 部位の熱貫流率計算シート（木造用・ＲＣ造用）の入手 

『部位の熱貫流率計算シート（木造用・RC 造用）』は、（一社）住宅性能評価・表示協会

の下記 URL より入手することができます。  

 https://www2.hyoukakyoukai.or.jp/seminar/gaihi/keisansheet/ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・部位 U 値計算シート Ver2.２を選択 

ファイルを開く を選択 
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・上記の内容を（一社）住宅性能評価・表示協会部位の熱貫流率計算シートに入力すると 

以下のように U 値を自動計算します。  

 ※ 計算シートの    の部分を入力     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■枠組壁工法の各部位の面積比率 a（充填断熱、充填断熱＋外張付加断熱の場合） 

 

断熱部材は熱橋部の割合０を入力 

熱橋部材は断熱の割合０を入力 

Ｕ値の計算結果 

出典＊8 巻末リスト参照 
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２）住宅の外皮平均熱貫流率及び平均日射熱取得率の算出 

『住宅の外皮平均熱貫流率及び平均日射熱取得率（冷房期・暖房期）計算書』では、 

『部位の熱貫流率計算シート』で得られた熱貫流率や、窓等建材のデータ、各部材の面積等

を外皮となる部位や方位毎に入力することで、対象となる住宅の 

外皮平均熱貫流率：UA 及び  

平均日射熱取得率：ηAC、ηAH を計算することができます。 

  

①住宅の外皮平均熱貫流率及び平均日射熱取得率計算書の入手 

『住宅の外皮平均熱貫流率及び平均日射熱取得率（冷房期・暖房期）計算書』は、（一

社）住宅性能評価・表示協会の下記 URL より入手することができます。  

 https://www2.hyoukakyoukai.or.jp/seminar/gaihi/keisansheet/ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・木造戸建て住宅（標準入力型）Ver2.４ を選択 ・木造戸建て住宅（標準入力型）Ver2.4 を選択 

ファイルを開く を選択 
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②住宅の外皮平均熱貫流率及び平均日射熱取得率の計算例（入力例） 

前述のモデル図をもとに、前頁の表計算（一社）住宅性能評価・表示協会の『住宅の外皮

平均熱貫流率及び平均日射熱取得率計算書』を使用した、 

外皮平均熱貫流率：UA  

平均日射熱取得率：ηAC、ηAH  

の計算例（入力例）を示します。（下図面再掲） 
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６-３．エネルギー消費性能基準（BEI）の算出 

１）エネルギー消費性能計算プラグラム［住宅編］について          

 ・一次エネルギー消費量は、国立研究開発法人建築研究所がインターネット上で公開して

いる『エネルギー消費性能計算プログラム［住宅版］』（下記の URL を参照）を使用し

算定します。 

https://house.app.lowenergy.jp/#/ 

・上記のプログラムはネット上で、入力から計算・出力までを行う Web プログラムで

す。 

・使用するためには、以下の手順のとおりインターネット上で接続することが必要です。 

※Web プログラムの使用方法等の詳細は、【参考図書２】4-003～をご参照ください。 
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 はじめての木造一戸建て住宅『省エネ適合性判定 対策講座』

第 2 編・計画書の書き方
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様式第一（第三条第一項関係）（日本産業規格 A列 4番） 

 

（第一面） 

 

計画書 

 

令和 7年 4月 1日 

 

株式会社大阪エネルギー消費性能判定機関  殿 

 

    提出者の住所又は     大阪市中央区●●町 1-2-3 

主たる事務所の所在地          

提出者の氏名又は名称 ●●●株式会社       

代表者の氏名      代表取締役社長      

                   建築 太郎 

 設計者氏名       大阪 花子        

 

建築物のエネルギー消費性能の向上等に関する法律第 11 条第１項（同法第 14 条第 2項において読み

替えて適用する場合を含む。）の規定により、建築物エネルギー消費性能確保計画を提出します。この

計画書及び添付図書に記載の事項は、事実に相違ありません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（本欄には記入しないでください。） 

受付欄 適合判定通知書番号欄 決裁欄 

   年  月  日    年  月  日  

 

 

 第        号  第        号 

係員氏名 

 

係員氏名 
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（第三面） 

 

建築物エネルギー消費性能確保計画 

 

   ［建築物に関する事項］ 

【1．地名地番】 大阪市○○区△△町１丁目１番１号
 

【2．敷地面積】 １５０㎡ 

【3．建築面積】 ４８．０２㎡ 

【4．延べ面積】 ９５．２２㎡ 

【5．建築物の階数】 （地上）  ２階 （地下） ―  階 

【6．建築物の用途】 

□非住宅建築物   ☑一戸建ての住宅  □共同住宅等  □複合建築物 

【7．工事種別】 ☑新築   □増築   □改築 

【8．構造】    木 造  

【9．該当する地域の区分】  ６ 地域 

【10．工事着手予定年月日】 令和７年６月１日 

【11．工事完了予定年月日】 令和７年８月３０日 

【12．備考】 
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（第四面） 

 

【1．非住宅部分の用途】 

【2．建築物の住戸の数】 

         建築物全体     戸 

【3.建築物の床面積】   

 （ 床面積 ）

   

（開放部分を除い

た部分の床面積） 

（開放部分及び共用部分

を除いた部分の床面積） 

【イ．新築】 （  95.22㎡） （  95.22㎡） （     ㎡） 

【ロ．増築】全体 （     ㎡） （     ㎡） （     ㎡） 

増築部分 （     ㎡） （     ㎡） （     ㎡） 

【ハ．改築】全体 （     ㎡） （     ㎡） （     ㎡） 

改築部分 （     ㎡） （     ㎡） （     ㎡） 

【4．建築物のエネルギー消費性能】 

【イ．非住宅建築物】 

（一次エネルギー消費量に関する事項） 

□基準省令第１条第１項第１号イの基準 

基準一次エネルギー消費量    GJ/年 

設計一次エネルギー消費量    GJ/年 

BEI（        ） 

    （BEI の基準値     ） 

□基準省令第１条第１項第１号ロの基準 

    
 BEI（        ）

 
（BEI の基準値     ） 

□国土交通大臣が認める方法及びその結果 

（               ） 

 

【ロ．一戸建ての住宅】 

（外壁、壁等を通して熱の損失の防止に関する事項） 

   ☑基準省令第 1条第 1項第 2号イ(1)の基準 

    外皮平均熱貫流率 0.53 W/（㎡・K）（基準値 0.87 W/（㎡・K）） 

    冷房期の平均日射熱取得率  1.2  （基準値 2.8  ） 

□基準省令第１条第 1項第 2号イ(2)の基準 

□国土交通大臣が認める方法及びその結果 

（              ） 

□基準省令第 1条第 1項第 2号イただし書の規定による適用除外 
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「計画書（別紙）」の記載例 
 

【たすき掛けルート（仕様・計算併用法）を用いた場合】 

 

外皮性能又は一次エネルギー消費性能の評価について、いずれかを仕様基準とした場

合、「計画書（別紙）」の添付が必要となります。 

 

次ページは、外皮性能を「仕様基準」、一次エネルギー消費性能を「性能基準」（計算）と

した場合の「計画書（別紙）」の記載例です。 
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ver. 2.4

1）基本情報の入力

階 階

2）計算結果

3）省エネルギー基準外皮性能適合可否結果

　注１：本計算シートの計算方法は、（国研）建築研究所が示す外皮性能の計算方法を原則遵守しています。

　注２：内訳計算シートＡは、住宅の外壁の面する方位別のシートに入力してください。

　注３：各シートの  部分に入力するか、あるいはドロップボックスから選択してください。

　注４：各シートに入力する寸法は、メートル単位で入力して下さい。

　注５：本計算シートでは計算式の誤削除を防止するため、シートを保護しています。

　※1　建具の仕様、ガラスの仕様および付属部材の組み合わせに応じた日射熱取得率を直接入力して下さい。

W/（㎡K） 0.87 W/（㎡K） 等級6適合

基準値 判定

1.2

等級２

黄色

等級４

　冷房期の平均日射熱取得率(ηAC) 1.2 2.8 適合

等級３

等級5

　外皮平均熱貫流率(UA) 0.53

計算結果

　外皮等面積の合計(ΣA) 260.29 ㎡ 　冷房期の平均日射熱取得率(ηAC)

等級7

　外皮平均熱貫流率(UA) 0.53 W/（㎡K） 　暖房期の平均日射熱取得率(ηAH) 1

住宅の外皮平均熱貫流率及び平均日射熱取得率（冷房期・暖房期）計算書 

H28年省エネルギー基準に基づく（木造戸建て住宅）

　住宅の規模 地上 2 、地下 0

　住宅の名称 建築　太郎　邸新築工事

　住宅の所在地 大阪市○○区△△町1丁目1番1号 （地域区分） ６地域

ⓒ　2022 hyoukakyoukai.All right reserved28

囲み内の数値を、計画書第四面「外壁、壁等を通して熱の損失
の防止に関する事項」の「基準省令第1条第1項第2号イ(1)の基
準」にそれぞれ転記のこと

「適合」していることを 
確認する



ver. 2.4

1）窓の入力

2）ドアの入力

3）外壁の入力

※基礎壁は、内訳計算シートＣ＜基礎壁、基礎等＞に入力してください。

4）住宅 ＜北東面＞ 計算結果

㎡ （窓 ㎡、 ドア ㎡、 外壁 ㎡）

W/K

ドア ＜北東面＞ 各値合計

幅 高さ
ﾃﾞﾌｫﾙﾄ
値使用

庇による補正計算[ｍ]

内訳計算シートＡ　　＜北東面＞ の外皮熱損失量と日射熱取得量

方位係数 0.431 0.325

窓番号

寸法[ｍ]
熱貫流

率
[W/(㎡･K)]

日射熱
取得率

※1

付属部
材

の有無

取得日射量補正係数の算出

6.75

６ 1.6 0.9 2.33 0.32 ｼｬｯﾀｰ

Z ｙ1 ｙ2

冷房期
日射熱
取得量

[W/(W/㎡)]

暖房期
日射熱
取得量

[W/(W/㎡)]

熱損失
[W/K]

0.41 0.17１ 1.6 2 2.33 0.32 ｼｬｯﾀｰ

0.08 3.04

７ 0.6 0.9 2.33 0.32 1.260.07 0.03

0.18

窓 ＜北東面＞ 各値合計 0.66 0.27 11.05

ドア番号

冷房期
日射熱
取得量

[W/(W/㎡)]

暖房期
日射熱
取得量

[W/(W/㎡)]

熱損失
[W/K]

寸法[ｍ] 熱貫流
率

[W/(㎡･K)]

付属部材
の有無

幅 高さ

6.25玄関ドア 0.922 2.33 2.91 0.09 0.07

0.09 0.07 6.25

暖房期
日射熱
取得量

[W/(W/㎡)]

熱損失
[W/K]

Ｗ１ 29.21 7.33 21.88 0.42 0.13 0.10 9.19

仕様番号
外壁
面積
[㎡]

除外窓
等面積

[㎡]

計算対象
外壁面積

[㎡]

熱貫流
率

[W/(㎡･K)]

冷房期
日射熱
取得量

[W/(W/㎡)]

北
東
面

　外皮等面積（内訳） 29.21 5.18 2.14826 21.88

　総熱損失 26.49

　冷房期総日射熱取得量 0.89 [W/(W/㎡)]

　暖房期総日射熱取得量 0.45 [W/(W/㎡)]

外壁 ＜北東面＞ 各値合計 0.13 0.10 9.19

Ｚ

ｙ
１

ｙ
２

室内

窓

日除け寸法の取り方

ⓒ 2022 hyoukakyoukai.All right reserved29

5.18+2.14826=7.32826→7.33 
（小数第3位を四捨五入）

計算結果を入力
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